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　今から２３６年前のことです。天明３年（西暦
１７８３年）、日本の火山噴火の災害としては最
大といわれる、浅間山の大噴火がありました。
大きな火砕流が発生し、火砕流は土石流へと拡
大して吾妻川に流れ込み、天然ダムができては
決壊するという事を何度か繰り返しながら、大
量の泥流が利根川に流れ込み、上野国を中心に
下流域に甚大な被害をもたらしました。
　吾妻川と利根川の合流地点に比較的近い位置
にある吉岡町でも、この泥流による大きな被害
がありました。利根川沿いにある漆原地区では、
多くの田畑が土砂に埋め尽くされ、漆原用水は
壊滅したそうです。漆原の桑原田遺跡からは、
厚さ１．５ｍから３ｍもある泥流に埋もれた水田
と水路が見つかり、水田の表面には、泥流に含

こうずけのくに

まれた岩塊によって削り取られた跡がくっきり
と残っていました。
　幸い、この泥流で現在の吉岡町にあたるとこ
ろでの死者はいなかったようですが、生活の重
要な基盤である田畑を一瞬のうちに失い、用水
の被害で田畑が干上り、多くの人が困窮に苦し
み、大変苦労されたようです。
　災害の危険性が比較的少ないと言われている
吉岡町にも、このような大規模な災害の痕跡が
あります。今となっては「古語り」ではありま
すが、地球規模で考えると２３６年は「ちょっと
前のこと」ではないでしょうか。
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水田の泥流痕跡　大きな岩がこの上を
流れて行ったと考えられる。

水田の上を泥流が流れたことが
確認できる。
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遺跡は、道路下に
埋め戻されている


